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2021年度
國學院大學大学院文学研究科と南開大学外国語学院との交流記録

第 7回　國學院大學・南開大学院生フォーラム
　　　　東アジア文化研究国際学術シンポジウム　報告書
日時

2021年11月20日（土）～21（日）
会場

國學院大學 渋谷キャンパス 総合学修館　６B13教室（6 号館地下 1 階）
主催

國學院大學 大学院 文学研究科
南開大学 外国語学院 東アジア文化研究センター
プログラム
令和 3年11月20日（土）
　 9：30　開会式　國學院大學大学院文学研究科　小川直之教授ご挨拶 
　　　　　南開大学外国語学院東アジア文化研究センター　劉雨珍教授ご挨拶
　 9：45～10：45　基調講演　國學院大學大学院文学研究科・大石泰夫教授
　　　　　　　　　　　　　　　獅子舞と虎舞―東アジアの民俗芸能論序説―
　10：45～11：45　基調講演　南開大学外国語学院・王凱副教授
　　　　　　　　　　　　　　　王位継承としての白村江の戦い
　11：55～12：55　若手研究者学術フォーラム・討論（各25分）
　　南�開大学外国語学院外国人副教授・東孝拓氏（共同研究者：北京大学中国語

言文学科・王韞佳教授）
　　　　三声変調形式による前接声調への調音結合
　　國學院大学文学部准教授・伊藤龍平氏
　　　　昔話「化物問答」に見るリテラシー―漢字の音訓をめぐる伝承―
　12：45～12：55　自由討論
　14：30～16：00　院生学術フォーラム 1・討論（各20分）
　　國學院大学文学研究科・丁文静氏
　　　　日本語母語話者の学術論文における格助詞性複合辞の使用実態
　　　　　―日本語学、日本語教育学系学術論文を中心に
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　　國學院大学文学研究科・小野寺紗英氏
　　　　『古事記』における「十七世神」の記載意義
　　國學院大学文学研究科・岩瀬春奈氏
　　　　憑物伝承の歴史と変遷―キツネを中心に―
　　南開大学外国語学院・孫源氏
　　　　明治九年における天皇の巡幸に関する一考察
　　　　　―シンボリック相互作用論の視角から―
　　自由討論
　16：10～17：50　院生学術フォーラム 2・討論 （各20分）
　　國學院大学文学研究科・小山田江津子氏
　　　　万祝図柄の宝船
　　南開大学外国語学院・崔雪婷氏
　　　　井上ひさし評伝劇における「病」とその隠喩
　　國學院大学文学研究科・伊藤新之輔氏
　　　　俳諧連歌から見る卯月八日―「花より団子」を考える
　　南開大学外国語学院・胡暁暉氏
　　　　『日本考』所収和歌考釈―「武蔵無山」と「暴雨譬瘡」を中心に
　　自由討論・総括
令和 3年11月21日（日）
　11：00～12：30　院生学術フォーラム 3・討論（各20分）
　　國學院大学文学研究科・高夢雨氏
　　　　中国宗廟祭祀と古代の大嘗宮
　　　　　―天子の宗廟と大嘗祭・神嘉殿の比較考察を中心に
　　南開大学外国語学院・陸薈氏
　　　　按察使の成立と発展に関する一考察
　　南開大学外国語学院・何璇氏
　　　　天平の疫病大流行の復興政策について
　　南開大学外国語学院・周維維氏
　　　　『土佐日記』 における 「祈り」
　　自由討論
　14：00～17：20　院生学術フォーラム 4・討論（各20分）
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　　國學院大学文学研究科・名越健人氏
　　　　『史通』惑経篇小考
　　南開大学外国語学院・童華軍氏
　　　　地獄観念からみる「泰山信仰」と「立山信仰」
　　南開大学外国語学院・劉嘉遠氏
　　　　中日古典文学における「萱草」のイメージの一考察
　　南開大学外国語学院・劉瀅氏
　　　　藤原道雄の漢詩『詠雪』における「玄花」に関する一考察
　　自由討論
　15：40　院生学術フォーラム 5・討論・総括
　　國學院大学文学研究科・清野知子氏
　　　　江戸川区の春祭り　海松山真蔵院「雷大般若祭り」
　　南開大学外国語学院・郭偉京氏
　　　　戦時下における日本の本土教育と植民地教育に関する比較研究
　　　　　―偽満洲国を例に
　　南開大学外国語学院・邵若晨氏 
　　　　百�年を越える『支那游記』 ―テクスト『支那游記』からドラマ『ストレン

ジャー〜上海の芥川龍之介〜』へ―
　　南開大学外国語学院・王静氏
　　　　戦時日本人による中国地誌の研究―『大同風土記』を例に
　　自由討論・総括
　17：30　閉会式　國學院大學大学院文学研究科委員長　佐藤長門教授ご挨拶
　　　　　　　　　南開大学外国語学院長　　閻国棟教授ご挨拶
　18：00　終了
参加者数（國學院大學）
　11月20日（土）　43名　（内訳：会場参加17名　オンライン参加26名）
　11月21日（日）　38名　（内訳：会場参加24名　オンライン参加14名）
発表者数（國學院大學・南開大学）
　11月20日（土）　基調講演 2 名
　　　　　　　　　若手研究者学術フォーラム 2 名
　　　　　　　　　院生学術フォーラム 8 名 （國學院大學 5 名・南開大学 3 名）
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　11月21日（日）　院生学術フォーラム12名 （國學院大學 3 名・南開大学 9 名）
　・両日を通して24名が講演・発表を行った。
　・�使用言語は、21日に発表を行った文学研究科博士前期課程 2 年　名越健人氏

のみ中国語、その他は日本語であった。
当日の様子
　・�初日午前はネット回線が安定せず、南開大学外国語学院・王凱副教授の基調

講演中、再三の中断を余儀なくされた。南開大学側の会場の容量不足が主な
原因と思われ、会場でのパソコン使用台数を限定していただくことで対処さ
れた。國學院大學では設営当初、インターネット回線100Mbosの物を使用
していたが、動画が静止画像となるなど不具合がみられたために、version6
に取り換えたところ、不具合は解消され、その後はほぼ支障なく進めること
ができた。

　・ネット回線の不具合は、2 日目にも若干見られた（原因不明）。
　・�南開大学大学院学生12名の発表は歴史・文学について広い範囲に亘っており、

該当の分野の教員の参加がなかったため、南開大学大学院生に対する専門的
アドバイスができなかったことが残念であった。次年度以降、文学研究科委
員会の多くの教員の参加を呼び掛けたい。

　・�國學院大學・南開大学とも、初日の発表は博士課程後期課程、2 日目は博士
課程前期課程の大学院学生が中心に発表を行った。南開大学大学院学生は全
員が日本語で発表を行ったことに対して、國學院大學大学院学生で中国語の
発表を行ったのは 1 名のみであった。次年度以降は國學院大學大学院学生の
中国語発表者が増えることに期待したい。

國學院大學参加教員
　会場参加
　　　佐藤長門教授　大学院委員長・文学研究科委員長
　　　大石泰夫教授　大学院国際交流委員長
　　　小川直之教授　文学研究科専攻代表
　　　井上明芳教授　大学院代表幹事
　　　伊藤龍平准教授
　　　荒木優也助教
　　　服部比呂美准教授
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　　　飯倉義之准教授
　オンライン参加
　　　青木洋司准教授
　　　黒﨑浩行教授

記念写真

当日の様子

國學院大学文学研究科・名越健人氏
（11月21日 発表）

國學院大学文学研究科・丁文静氏
（11月21日 発表）
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國學院大学文学研究科委員長　佐藤長門教授
（11月21日 閉会式挨拶）

南開大学外国語学院長　閻国棟教授
（11月21日 閉会式挨拶）

南開大学外国語学院東アジア文化研究センター
劉雨珍教授
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開催ポスター


